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１ ねらい 

 本県は全国有数の暑さが厳しい地域であり、生産性向上のため泌乳牛の暑熱ス

トレス低減が課題となっています。暑熱期の泌乳牛において、酸化ストレス抑制

効果が期待できる天然ビタミン E を豊富に含むとされる高糖分高消化性の飼料用

イネ「つきすずか」と、第一胃（ルーメン）で分解されず下部消化管で吸収され

体温上昇の抑制が期待できるバイパスナイアシン(RB-NA)による効果を検討しま

した。 

 

２ 研究内容 

 搾乳中のホルスタイン種泌乳牛を用いて、粗飼料をチモシー100%とする対照区

3 頭、チモシーの乾物中 75%を切断長 6 ㎜で微細断収穫した飼料用イネで代替す

る飼料用イネ 75%区 3 頭、飼料用イネ 75%区に RB-NA20g/頭/日を毎朝添加する飼

料用イネ 75%＋RB-NA 区 3 頭を配置し、馴致期間 4～6 日、試験期間 10 日のラテ

ン方格法により行いました（図 1,表 1)。 

 飼料用イネ 75%区、飼料用イネ 75%＋RB-NA 区において、乾物摂取量（DMI）、

乳脂肪率が高まり、乳脂肪酸組成はデノボ脂肪酸、ミックス脂肪酸が高く、プレ

フォーム脂肪酸が低くなりました(表 2,表 3）。飼料用イネ 75%＋RB-NA 区では、

尾の体表温度が低く推移し、4%乳脂補正乳量が高まりました(表 3)。 

 暑熱環境下の飼料摂取量が低下しやすい状況において、飼料用イネの嗜好性が

高く、DMI、乳脂肪率が増加したと考えられ、DMI が高い状況でプレフォーム脂肪

酸が低くなったことから、ルーメンの脂肪酸生産が活発で体脂肪の動員が少なか

ったことが推察されました。さらに、飼料用イネ給与に RB-NA を併用することで、

体表温度の低下が期待でき、4%乳脂補正乳量が高まる可能性が示唆されたことか

ら、飼料用イネは暑熱期の飼料として有効であり、RB-NA を併用することで、生産

性が向上する可能性が示唆されました。 

 

３ 今後に向けて 

 高糖分高消化性の飼料用イネ「つきすずか」は県の推奨品種に指定して推進し

ており、作付けが拡大しつつありますが、収穫機械の関係で微細断収穫した「つ

きすずか」は現状では入手困難です。今後、耕畜連携と微細断収穫機の導入を進

める必要があります。RB-NA ペレットは市販されており、購入が可能です。 
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図１ 飼料用イネとバイパスナイアシン 
 

表１ 試験区の飼料構成 

 
 

表 2 体重および飼料摂取量 

 
表 3 産乳成績 
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